
（
期
間
）
１0
月
25
日
〜
26
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

議
会
だ
よ
り
つ
い
て

�

（
鹿
児
島
県
南
九
州
市
）

　

１0
月
25
日
か

ら
26
日
に
か
け

て
南
九
州
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

南
九
州
市
は
小

城
市
と
姉
妹
都

市
と
し
て
長
年

の
お
つ
き
あ
い

が
あ
り
ま
す
。

　

お
互
い
の
議

会
だ
よ
り
を
見

せ
合
っ
て
良
い

点
、
改
善
す
べ

き
点
な
ど
見
比

べ
て
み
ま
し
た
。

南
九
州
市
は

ペ
ー
ジ
数
は
同

じ
で
す
が
、オ
ー

ル
カ
ラ
ー
で
見

易
く
き
れ
い
に

仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま

た
、
原
稿
用
紙

３
枚
程
の
市
民

の
声
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

編
集
作
業
も
効
率
的
に
取

り
組
み
が
な
さ
れ
、
我
々
も

取
り
入
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が

多
く
あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
他
に
平
和
特
攻
会
館
を

視
察
し
た
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

▲議会広報誌についての研修（鹿児島県南九州市）

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
有
効

活
用
と
持
ち
帰
り
の
実
証
実

験
の
検
証
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

2
学
期
に
市
内
全

て
の
小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
に
一
人
１
台
の

端
末
の
持
ち
帰
り
実
証
実
験

を
実
施
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
拡
大
が
ど
う
な

る
か
分
か
ら
な
い
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
リ
モ
ー
ト
授
業
等
を

や
っ
て
お
り
、
各
家
庭
と
学

校
が
つ
な
が
り
、
約
30
分
か

ら
50
分
ぐ
ら
い
の
簡
単
な
授

業
を
展
開
し
て
い
る
。
３
学

期
は
市
内
全
て
の
小
学
4
・

5
年
生
と
中
学
１
・
2
年
生

を
対
象
に
持
ち
帰
り
実
証
実

験
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ

ト
の
位
置
づ
け
は

ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

授
業
を

効
果
的
に
進
め
る

た
め
の
文
房
具
の

一
つ
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
検
証
や

研
究
を
し
て
い

く
。
何
よ
り
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
う
こ

と
が
目
的
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
適
正
に
使
う
力
、
昨
今

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
の
問

題
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
等
、
そ

ち
ら
の
方
向
に
進
ん
で
い
る

気
も
否
め
な
い
。
情
報
教

育
・
情
報
モ
ラ
ル
も
こ
の
端

末
を
通
じ
て
し
っ
か
り
教
育

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
市

役
所
体
制
強
化

諸
泉

市
長
教
育
長

諸
泉

市
長
教
育
長

そ
の
他
の
質
問

タ
ブ
レ
ッ
ト
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
は

効
果
的
な
道
具
の
一
つ

効
果
的
な
道
具
の
一
つ

教
育
長
有
事
の
際
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

実
証
実
験
で
あ
る

諸泉　定次

▲市内小学校のタブレットを使った授業風景

２０２２年１月号1515 おぎ市議会だより

一一 般般 質質 問問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う１7人が 一般質問は要点だけをまとめたものです。全体を知 りたい方は、会議録が各町図書館にありますのでご覧ください。
また、小城市のホームページにも掲載されます。（会 議録の設置及びホームページ掲載は２月末の予定です。）
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（
期
間
）
１１
月
９
日
〜
１１
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
」
に
つ
い
て

�

（
総
務
省
過
疎
対
策
室
）

議
会
改
革
に
つ
い
て

（
福
島
県
会
津
若
松
市
議
会
）

　

過
疎
法
に
つ
い
て
は
、
５

次
に
わ
た
り
制
定
さ
れ
て
お

り
、
今
回
の
見
直
し
で
平
成

の
合
併
に
よ
る
合
併
市
町
村

の
一
部
過
疎
の
要
件
が
設
定

さ
れ
、
芦
刈
町
が
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
。
期
間
は
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

１3
年
３
月
3１
日
ま
で
の
１0
年

間
。
支
援
措
置
に
つ
い
て
も

総
務
、
農
林
水
産
、
国
土
交

通
だ
け
で
な
く
、
文
部
科

学
、厚
生
労
働
、経
済
産
業
、

環
境
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
特
に
人
材
育
成
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
技
術
活
用
に
つ
い
て
は

支
援
が
拡
大
し
て
お
り
、
今

回
の
過
疎
対
策
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
い
う
説
明
を
受
け
た
。

　

会
津
若
松
市
議
会
の
議
会

改
革
に
つ
い
て
、
住
民
自
治

の
充
実
に
よ
る
住
民
福
祉
の

向
上
を
目
的
と
し
て
年
２
回

「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
出
さ
れ
た
意
見
を
起
点
と

し
て
、
分
野
別
に
整
理
し
、

政
策
討
論
会
等
で
議
論
を
重

ね
て
政
策
と
し
て
練
り
上

げ
、
執
行
部
に
対
し
決
議
や

提
案
と
し
て
示
し
、
実
践
に

つ
な
げ
て
い
た
。
ま
た
、
予

算
審
査
に
お
い
て
は
準
備
会

を
開
き
論
点
を
抽
出
し
、
議

員
間
討
議
で
議
論
を
深
め
採

決
に
臨
む
、
と
い
う
形
で
審

査
が
行
わ
れ
て
い
た
。

（
期
間
）
１１
月
１6
日
〜
１8
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

「
渡
良
瀬
遊
水
地
」
の
視
察

�

（
埼
玉
県
加
須
市
）

佐
賀
県
選
出
国
会
議
員
へ
の

要
望
活
動

�

（
衆
・
参
議
員
会
館
）

　

今
回
の
視
察
研
修
に
つ
い

て
は
、
日
本
最
大
の
遊
水
地

で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水
地
の
視

察
と
佐
賀
県
選
出
国
会
議
員

へ
の
要
望
活
動
と
い
う
目
的

で
実
施
し
た
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
と
は
、
栃

木
県
南
部
に
位
置
し
、
栃

木
・
群
馬
・
埼
玉
・
茨
城
の

４
県
に
ま
た
が
る
遊
水
地
で

面
積
33
㎢
、
周
囲
延
長
約
30

㎞
と
広
大
な
土
地
を
有
し
、

総
貯
水
量
は
、
１
億
７
，１

８
０
㎥
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
遊
水
地
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
大
き
く
３
期
に
分
け

て
規
模
拡
大
を
図
り
な
が
ら

「
遊
水
地
」
か
ら
「
調
整
池
」

さ
ら
に
「
貯
水
池
」
へ
と
機

能
を
強
化
さ
れ
て
き
た
。
明

治
43
年
の
洪
水
を
契
機
と
し

て
、
大
正
１１
年
ま
で
に
周
囲

堤
を
設
け
「
遊
水
地
化
」
に

着
手
し
、
下
流
の
洪
水
被
害

の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

洪
水
被
害
の
軽
減
だ
け
で
は

な
く
逼
迫
す
る
首
都
圏
の
水

需
要
に
対
応
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
調
整
池
内
を
掘
削
し

「
貯
水
池
化
」
事
業
に
着
手

し
渇
水
時
に
お
け
る
首
都
圏

の
利
水
補
給
の
役
割
も
兼
ね

て
い
る
。
ま
た
、
自
然
環
境

に
取
り
組
み
望
ま
し
い
湿
地

環
境
を
創
出
し
、
平
成
24
年

に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

に
つ
い
て
は
、
牛
津
川
遊
水

地
事
業
・
過
疎
対
策
事
業
に

対
す
る
支
援
要
請
を
行
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会　

総
務
常
任
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

議
会
運
営
委
員
会　

議
会
運
営
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

▲研修の様子（埼玉県加須市）

▲会津若松市議会議場にて（福島県会津若松市）
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（
期
間
）
１0
月
１9
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

浜
崎
駅
周
辺
整
備
の
全
体
計

画
と
浜
崎
駅
南
北
自
由
通
路

を
設
置
す
る
に
至
る
背
景
と

そ
の
経
緯
。

�

（
唐
津
市
浜
崎
駅
）

事
業
期
間

　

平
成
29
年
度
〜
平
成
30
年

度
。
設
計
、
用
地
取
得　

令

和
元
年
度
〜
３
年
度
、工
事
、

用
地
取
得
。

背
景

　

平
成
23
年
度
浜
崎
町
区
長

会
よ
り
要
望
書
が
提
出
さ
れ

る
。
平
成
25
年
度
浜
崎
駅
周

辺
調
査
。
平
成
27
年
度
よ
り

駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
の

実
施
。
平
成
28
年
度
基
本
計

画
の
変
更
。
住
民
説
明
会
は

３
回
開
催
。
全
体
事
業
費
は

約
１6
億
円
。

財
源

　

地
方
創
生
道
整
備
推
進
交

付
金（
補
助
率
50
％
）起
債
。

一
般
財
源
に
な
っ
て
い
る
、

都
市
計
画
事
業
と
道
路
事
業

で
比
較
し
て
、
道
路
事
業
で

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協
議
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
九
州
の
負
担
①
自
由

通
路
整
備
要
綱
５
条
に
基
づ

く
算
出
②
鉄
道
事
業
者
負
担

は
、
仮
想
駅
舎
整
備
費

−

既

存
駅
舎
残
存
価
値
に
な
る
。

小
城
市
で
も
牛
津
駅
周
辺
整

備
の
計
画
が
あ
り
、
浜
崎
駅

周
辺
整
備
事
業
は
大
変
参
考

に
な
っ
た
。

（
期
間
）
１１
月
９
日
〜
１１
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

こ
ど
も
庁
新
設
等
の
こ
ど
も

政
策
に
つ
い
て

�（
内
閣
官
房
こ
ど
も
政
策
推
進

体
制
検
討
チ
ー
ム
）

子
ど
も
・
若
者
総
合
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て

�

（
新
潟
県
三
条
市
）

　

子
ど
も
を
巡
る
様
々
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
有
識
者

会
議
を
開
催
さ
れ
、
〇
子
ど

も
の
問
題
行
動
は
子
ど
も
か

ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、
〇
プ
ッ
シ
ュ

型
・
伴
走
型
支
援
、
〇
子
育

て
で
孤
立
す
る
親
へ
の
支
援
、

〇
発
達
に
課
題
が
あ
る
子
ど

も
へ
の
支
援
、
〇
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
が
整
理
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
や
子
ど
も
に
よ
っ
て
状
況

が
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

課
題
は
多
い
。
少
子
化
に
対

す
る
世
間
の
関
心
を
さ
ら
に

高
め
、
財
源
確
保
の
た
め
に

社
会
・
経
済
の
参
加
者
全
員

が
連
携
し
、
広
く
負
担
す
る

新
た
な
枠
組
み
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
る
。
こ
ど
も
庁
の

新
設
に
向
け
て
は
、
自
治
体

の
声
も
聴
き
な
が
ら
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
。

　

三
条
市
で
は
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
窓
口
の
一
本
化
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

切
れ
目
の
な
い
支
援
、三
条
っ

子
発
達
応
援
事
業
の
取
り
組

み
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
窓
口
の
一
本
化
に
つ
い

て
、
組
織
機
構
の
見
直
し
に

よ
り
、
平
成
20
年
4
月
か
ら

教
育
委
員
会
内
に
「
子
育
て

支
援
課
」
を
設
置
さ
れ
た
。

見
直
し
前
は
、
福
祉
保
健
部

内
に
妊
娠
・
子
ど
も
医
療
・

母
子
保
健
・
予
防
接
種
な
ど

の
窓
口
が
あ
り
、
ま
た
、
教

育
委
員
会
内
に
幼
児
教
育
・

学
校
教
育
な
ど
の
窓
口
が
あ

る
と
い
う
よ
う
に
、
窓
口
が

一
本
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市

民
に
と
っ
て
は
不
便
だ
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
見
直
し
後

は
教
育
委
員
会
が
担
当
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
実
現
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
相
談
の
件
数
も

増
え
た
と
の
こ
と
。

　

次
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
概
要
に
つ
い
て
、
妊
娠

期
か
ら
就
労
に
至
る
ま
で
、

切
れ
目
な
く
総
合
的
に
必
要

な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
市

が
そ
の
情
報
を
一
元
化
し
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
個
に

応
じ
た
支
援
を
継
続
的
に
行

う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
、
虐
待
防
止
部
会
、
障

害
支
援
部
会
、
い
じ
め
・
暴

力
・
不
登
校
に
関
す
る
問
題

行
動
対
応
部
会
、
ひ
き
こ
も

り
な
ど
に
関
す
る
若
者
支
援

部
会
の
４
つ
の
部
会
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
情
報
共

有
と
課
題
の
検
討
を
行
い
、

そ
の
後
、
個
別
ケ
ー
ス
検
討

会
議
で
具
体
的
な
対
応
を
決

定
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
三
条
っ
子
発
達

応
援
事
業
に
つ
い
て
、
発
達

障
害
に
早
期
に
気
づ
く
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
年
中

児
発
達
参
観
を
実
施
し
た
り
、

市
直
営
の
子
ど
も
発
達
ル
ー

ム
で
の
早
期
療
育
事
業
な
ど

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　

産
業
建
設
常
任
委
員
会　
視
察
研
修
報
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▲完成間近の浜崎駅（唐津市）

▲研修の様子（新潟県三条市）

２０２２年１月号1717 おぎ市議会だより
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